
様式第ニ号の九（第八条の四の六関係） 

（第1面） 

尼崎市長 殿 

産業廃棄物処理計画実施状況報告書 

令和 5年 6月 26 日 

提出者 
I土 司〒 

I-,--尼崎市大浜町2丁目26番地 

氏名（法天にあっては名称及び代表者氏名） 
株式会社クボタ阪神工場 」 

06-6415-2111 一ー 

条第10項の規定に基づき、令和 4 年度の 

一尼産廃 
弟 

ーcc:っに 
v'v'LU 

驚物紗 
廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。 

事 業 場 の 名 称 株式会社クボタ阪神工場 

事 業 場 の 所 在 地 尼崎市大浜町2丁目26番地 

事 業 の 種 類 2293 鋳鉄管製造業 

産業廃棄物処理計画における 
計 画 期 間 

令和4年4月1日から令和5年3月31日 

産業廃棄物処理計画における目標値 

項目 目標値 項目 目標値 

排 出 量 22,342 t 全処理委託量 6,676 t 

自ら再生利用を行う 
産業廃棄物の量 

9,756 t 
優良認定処理業者への 
処理委託量 

4,776 t 

自ら熱回収を行う 
産業廃棄物の量 

O t 
再生利用業者への 
処理委託量 

6,521 t 

自ら中間処理により減量する 
産業廃棄物の量 

6,900 t 
認定熱回収業者への 
処理委託量 

O t 

自ら埋立処分又は 
海洋投入処分を行う 
産業廃棄物の量 

O t 
認定熱回収業者以外の 
熱回収を行う業者への 
処理委託量 

O t 

※事務処理欄 

（日本産業規格 A列4番） 



（
識
N

国） 

計画の実施状況 

不要物等発生量 

（産業廃棄物の種類： 0200汚泥 

（単位：t) 

有償物量 

排出量 

ED 6,993.24 

項目 実績値 

①排出量 6993.24 

②＋⑧自ら再生利用 
を行った量 

0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 

⑦自ら中間処理により 
減量した量 

6129.61 

③十⑨自ら埋立処分又は海 
洋投入処分を行った量 

0.00 

⑩全処理委託量 863.63 

⑩優良認定処理業者への処 

理委託量 
863.63 

⑩再生利用業者への 
処理委託量 

833.13 

⑩熱回収認定業者への 
処理委託量 

0.00 

⑩熱回収認定業者以外の熱 
回収を行う業者への処理委託 

量 

0.00 

~ 自ら直接 

ば生利用した量 
「

自ら直接埋立処分又は 
→ 海洋投入処分した量 

③ 

自ら 
中間処理した量 

） 事業者コード 讐繍鬻,場 地域コード 13 
（事業者コード（28Jで始まる全10桁コード）が不明の場合、事業所名称を記入くださいっ） 

自ら中間処理した 
ー→ 後の残さ量 

ED 6,921.42 

④のうち熱回収 
を行った量 

⑤ 0.00 

⑥ 791.81 

自ら中間処理 
により減量した量 

⑦ 6,129.61 

' 

~ ら中間処理した後 

~

再生利用した量 

~ 0.00 

~ 自ら中間処理した後 
-~ 自ら埋立処分又は 

コ：洋投入処分した量 
「
1 

l 

⑨ 0.00 

直接及び 
自ら中間処理した後の 

処理委託量 

⑩のうち 
再生利用業者への 

処理委託量 

⑩ 833.13 

⑩のうち 
熱回収認定業者への 

処理委託量 

⑩ 0.00 

⑩のうち 
熱回収認定業者以外の 
熱回収を行う業者への 

処理委託量 

自社処理を行わずに直接委託処理した量（⑩＋⑩） 

く参考〉 直接 
中間処理委託量 

⑩ 71.82 

直接 
最終処分委託量 

⑩ 0.00 

直接委託 － ~ 
；間処理後の残さ量~ 

-7 ⑩ 41.35 

~I
直接委託中間処理後 

の最終処分量 

⑩ 0.03 

⑩ 863.63 

⑩のうち 
優良認定処理業者へ 

の 
処理委託量 

⑩ 863.63 

⑩ 0.00 

⑩のうち 
最終処分した量 

⑩ 0.03 

⑩ 

委託中間処理後の再生利用量（⑩一⑩）: 41.32 



（
識
N

国） 

計画の実施状況 

不要物等発生量 

（産業廃棄物の種類： 0300廃油 

（単位：t) 

有償物量 

排出量 
→ 

~ 自ら直接 

~ 再生利用した量 

~② n ハn 

- 

14.76 

項目 実績値 

①排出量 14.76 

②＋⑧自ら再生利用 
を行った量 

0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 

⑦自ら中間処理により 
減量した量 

0.00 

③＋⑨自ら埋立処分又は海 
洋投入処分を行った量 

0.00 

⑩全処理委託量 14.76 

⑩優良認定処理業者への処 
理委託量 

14.76 

⑩再生利用業者への 
処理委託量 

1.38 

⑩熱回収認定業者への 
処理委託量 

0.00 

⑩熱回収認定業者以外の熱 
回収を行う業者への処理委託 

量 

0.00 

自ら直接埋立処分又は 
→ 海洋投入処分した量 

→ 

③ 0.00 

自ら 1 
中間処理 －

④ ~ 
④のうち熱回収 
を行った量 

⑤ 0.00 

） 事業者コード 讐翁翼帯場 地域コード 13 
（事業者コード（28Jで始まる全10桁コード）が不明の場合、事業所名称を記入ください。） 

自ら中間処理した 
→ 後の残さ量 

-* 

⑥ 0.00 

自ら中間処理 
により減量した量 

⑦ 0.00 

→ 

~ 自ら中間処理した後 

H 命再生利用した量 
F 

~ 自ら中間処理した後 
」 自ら埋立処分又は 

コ：洋投入処分した童 
「
I 

↓ 

⑨ 0.00 

直接及び 
自ら中間処理した後の 

処理委託量 

-3 

⑩のうち 
再生利用業者への 

処理委託量 

⑩ 1.38 

⑩のうち 
熱回収認定業者への 

処理委託量 

⑩ 0.00 

⑩のうち 
熱回収認定業者以外の 

熱回収を行う業者への 

処理委託量 

自社処理を行わずに直接委託処理した量（⑩＋⑩） 

く参考〉 直接 
中間処理委託量 

⑩ 14.76 

直接 
最終処分委託量 

⑩ 0.00 

直接委託 － 1 
；間処理後の残さ量~ 

ー‘ ⑩ 1.38 

Il 
直接委託中間処理後 

の最終処分量 

⑩ 0.00 

⑩ 14.76 

⑩のうち 
優良認定処理業者へ 

の 

処理委託量 

⑩ 14.76 

⑩ 0.00 

-3 

⑩のうち 
最終処分した量 

⑩ 0.00 

⑩ 

委託中間処理後の再生利用量（(1ケ⑩）: 1.38 



（
識
N

風） 

計画の実施状況 

不要物等発生量 

（産業廃棄物の種類： 0500廃アルカリ 

（単位：t) 

有償物量 

項目 実績値 

①排出量 25.52 

②＋⑧自ら再生利用 
を行った量 

0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 

⑦自ら中間処理により 
減量した量 

0.00 

③＋⑨自ら埋立処分又は海 
洋投入処分を行った量 

0.00 

⑩全処理委託量 25.52 

⑩優良認定処理業者への処 
理委託量 

25.52 

⑩再生利用業者への 
処理委託量 

2.61 

⑩熱回収認定業者への 
処理委託量 

0.00 

⑩熱回収認定業者以外の熱 
回収を行う業者への処理委託 

量 

0.00 

自ら直接 
再生利用した量 

② 0.00 

自ら直接埋立処分又は 
→ 海洋投入処分した量 

→ 

③ 

自ら 
中間処理した量 

） 事業者コード 讐翁畿帯場 地域コード 13 
（事業者コード（28Jで始まる全10桁コード）が不明の場合、事業所名称を記入ください。） 

自ら中間処理した 

→ 後の残さ量 

④ 0.00 

④のうち熱回収 
を行った量 

⑤ 0.00 

→ 

⑥ 0.00 

自ら中間処理 
により減量した量 

⑦ 0.00 

→ 

~

自ら中間処理し ~ 
H の再生利用した~ 
「

~ 自ら中間処理した後 
~ 自ら埋立処分又は 

コ：洋投入処分した量 
「
I 

I 

- 

⑨ 0.00 

直接及び 
自ら中間処理した後の 

処理委託量 
- 

→ 

⑩のうち 
再生利用業者への 

処理委託量 

⑩ 2.61 

⑩のうち 
熱回収認定業者への 

処理委託量 

⑩ 0.00 

⑩のうち 
熱回収認定業者以外の 
熱回収を行う業者への 

処理委託量 

自社処理を行わずに直接委託処理した量（⑩＋⑩） 

く参考〉 直接 
中間処理委託量 

⑩ 25.52 

直接 
最終処分委託量 

⑩ 0.00 

~ 直接委託 

ョ詩間処理後の残さ量 
「

⑩ 2.61 

H. 
直接委託中間処理後 

の最終処分量 

⑩ 0.00 

⑩ 25.52 

⑩のうち 
優良認定処理業者へ 

の 
処理委託量 

⑩ 25.52 

⑩ 0.00 

→ 
⑩のうち 

最終処分した量 

⑩ 0.00 

⑩ 

委託中問処理後の再生利用量（⑩－⑩）: 2.61 



（
識
N

国） 

計画の実施状況 

不要物等発生量 

（産業廃棄物の種類： 0600 廃プラスチック類 

（単位：t) 

有償物量 

排出量 
-3

自ら直接 
再生利用した量 

① 46.27 

項目 実績値 

①排出量 46.27 

②＋⑧自ら再生利用 
を行った量 

0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 

⑦自ら中間処理により 
減量した量 

0.00 

③＋⑨自ら埋立処分又は海 
洋投入処分を行った量 

0.00 

⑩全処理委託量 46.27 

⑩優良認定処理業者への処 
理委託量 

46.27 

⑩再生利用業者への 
処理委託量 

29.13 

⑩熱回収認定業者への 
処理委託量 

0.00 

⑩熱回収認定業者以外の熱 
回収を行う業者への処理委託 

量 

14.69 

② 0.00 

自ら直接埋立処分又は 
→ 海洋投入処分した量 

-3

③ 0.00 

自ら 
中間処理した量 

） 事業者コード 讐翁讙琴場 地域コード 13 
（事業者コード（2町で始まる全10桁コード）が不明の場合、事業所名称を記入ください。） 

自ら中間処理した 
→ 後の残さ量 

~ 自ら中間処理した後~ 

H 図再生利用した量~ 
「

④ 0.00 

④のうち熱回収 
を行った量 

⑤ 0.00 

-, 

⑥ 0.00 

自ら中間処理 
により減量した量 

⑦ 0.00 

-3

~ 自ら中間処理した後 
~ 自ら埋立処分又は 

コ：洋投入処分した量 
「 
I 

↓ 

-3 

⑨ 0.00 

直接及び 
自ら中間処理した後の 

処理委託量 → 

⑩のうち 
再生利用業者への 

処理委託量 

⑩ 29.13 

⑩のうち 
熱回収認定業者への 

処理委託量 

⑩ 0.00 

⑩のうち 
熱回収認定業者以外の 
熱回収を行う業者への 

処理委託量 

く参考〉 

自社処理を行わずに直接委託処理した量（⑩＋⑩） 

直接 
中間処理委託量 

直接委託 
中間処理後の残さ量 

⑩ 46.27 

直接 
最終処分委託量 

⑩ 0.00 

⑩ 33.05 

II. 
直接委託中間処理後 

の最終処分量 

⑩ 3.92 

⑩ 46.27 

⑩のうち 
優良認定処理業者へ 

の 
処理委託量 

⑩ 46.27 

⑩ 14.69 

⑩のうち 
最終処分した量 

⑩ 3.92 

⑩ 

委託中間処理後の再生利用量（⑩－⑩）: 29.13 



（
識
N

国） 

計画の実施状況 

不要物等発生量 

（産業廃棄物の種類： 

（単位：t) 

有償物量 

排出量 
→ 

0800木くず 

（パレット） 

自ら直接 
再生利用した量 

① 32.64 

項目 実績値 

①排出量 32.64 

②＋⑧自ら再生利用 
を行った量 

0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 

⑦自ら中間処理により 
減量した量 

0.00 

③＋⑨自ら埋立処分又は海 
洋投入処分を行った量 

0.00 

⑩全処理委託量 32.64 

⑩優良認定処理業者への処 
理委託量 

32.64 

⑩再生利用業者への 
処理委託量 

32.64 

⑩熱回収認定業者への 
処理委託量 

0.00 

⑩熱回収認定業者以外の熱 
回収を行う業者への処理委託 

量 
0.00 

② 0.00 

自ら直接埋立処分又は 
→ 海洋投入処分した量 

一→ 

③ 0.00 

自ら 
中間処理した量 

） 事業者コード 讐貧欝,場 地域コード 13 
（事業者コード（28Jで始まる全10桁コード）が不明の場合、事業所名称を記入ください。） 

自ら中間処理した 
→ 後の残さ量 

自ら中間処理した後 
再生利用した量 

④ 0.00 

④のうち熱回収 
を行った量 

⑤ 0.00 

→ 

⑥ 0.00 

自ら中間処理 
により減量した量 

⑦ 0.00 

→ 

⑧ 0.00 

~ 自ら中間処理した後 
」 自ら埋立処分又は 

コ：洋投入処分した量 
F 

I 

I 

→ 

⑨ 0.00 

直接及び 
自ら中間処理した後の 

処理委託量 → 

→ 

⑩のうち 
再生利用業者への 

処理委託量 

⑩ 32.64 

⑩のうち 
熱回収認定業者への 

処理委託量 

⑩ 0.00 

⑩のうち 
熱回収認定業者以外の 

熱回収を行う業者への 
処理委託量 

く参考〉 

自社処理を行わずに直接委託処理した量（⑩＋⑩） 

直接 
中間処理委託量 

直接委託 

中間処理後の残さ量 

⑩ 32.64 

直接 
最終処分委託量 

⑩ 0.00 

⑩ 32.64 

II 
直接委託中間処理後 

の最終処分量 

⑩ 0.00 

⑩ 32.64 

⑩のうち 
優良認定処理業者へ 

の 
処理委託量 

⑩ 32.64 

⑩ 0.00 

→ 

⑩のうち 
最終処分した量 

⑩ 0.00 

⑩ 

委託中間処理後の再生利用量（⑩ー⑩）: 32.64 



（
識
N

国） 

計画の実施状況 

不要物等発生量 

（産業廃棄物の種類： 

（単位：t) 

有償物量 

項目 実績値 

①排出量 8149.98 

②＋⑧自ら再生利用 
を行った量 

7596.57 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 

⑦自ら中間処理により 
減量した量 

0.00 

③＋⑨自ら埋立処分又は海 
洋投入処分を行った量 

0.00 

⑩全処理委託量 553.41 

⑩優良認定処理業者への処 
理委託量 

13.59 

⑩再生利用業者への 
処理委託量 

552.06 

⑩熱回収認定業者への 
処理委託量 

0.00 

⑩熱回収認定業者以外の熱 
回収を行う業者への処理委託 

量 

0.00 

1200 金属くず 

~ 自ら直接 
~ 再生利用した 

~② 759657 
（う、 
、＝/ ， 巴nr 巴” 

I,DソO.D I 

自ら直接埋立処分又は 
→ 海洋投入処分した量 

-4 

③ 0.00 

自ら 
中間処理した量 

） 事業者コード 豊翁畿f場 地域コード 13 
（事業者コード（28Jで始まる全10桁コード）が不明の場合、事業所名称を記入ください。） 

自ら中間処理した 
→ 後の残さ量 

自ら中間処理し 
再生利用した 

⑧ 0.0 

④ 0.00 

④のうち熱回収 
を行った量 

⑤ 0.00 

→ 

⑥ 0.00 

自ら中間処理 
により減量した量 

⑦ 0.00 

-* 

I 

I 

--4 

自ら中間処理した後 
自ら埋立処分又は 

海洋投入処分した量 

⑨ 0.00 

直接及び 
自ら中間処理した後の 

処理委託量 -4

-4 

⑩のうち 
再生利用業者への 

処理委託量 

⑩ 552.06 

⑩のうち 
熱回収認定業者への 

処理委託量 

⑩ 0.00 

⑩のうち 
熱回収認定業者以外の 

熱回収を行う業者への 
処理委託量 

自社処理を行わずに直接委託処理した量（⑩＋⑩） 

〈参考〉 直接 
中間処理委託量 

⑩ 553.41 

直接 
最終処分委託量 

⑩ 0.00 

直接委託 ~ 
；間処理知残さ量~ 

ノ 553 4l h
⑩ 553.41 

~I 
直接委託中間処理後 

の最終処分量 

⑩ 1.35 

I 

⑩ 553.41 

⑩のうち 
優良認定処理業者へ 

II) 

処理委託量 

⑩ 13.59 

@ 0.00 

-4

⑩のうち 
最終処分した量 

⑩ 1.35 

⑩ 

委託中間処理後の再生利用量（⑩一⑩）: 552.06 



（
識
N

風） 

計画の実施状況 

不要物等発生量 

（産業廃棄物の種類 1300ガラスくずコノクリートくず及び陶磁器くず） 事業者コード 讐翁翼師場 地域コード 13 
（事業者コード（28Jで始まる全10桁コード）が不明の場合、事業所名称を記入ください。） 

（単位：t) 

r 
有償物量 

排出量 
→ 

~ 自ら直接 

~ 再生利用した量 

~② 0 .00 

28.24 

項目 実績値 

①排出量 28. 24 

②＋⑧自ら再生利用 
を行った量 

0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 

⑦自ら中間処理により 
減量した量 

0.00 

③＋⑨自ら埋立処分又は海 
洋投入処分を行った量 

0.00 

⑩全処理委託量 28.24 

⑩優良認定処理業者への処 
理委託量 

28.24 

⑩再生利用業者への 
処理委託量 

2.63 

⑩熱回収認定業者への 
処理委託量 

0.00 

⑩熱回収認定業者以外の熱 
回収を行う業者への処理委託 

里 

0.00 

自ら直接埋立処分又は 
→ 海洋投入処分した量 

→ 

③ 

自ら 
中間処理した量 - 

自ら中間処理した 
後の残さ量 

④ 0.00 

④のうち熱回収 
を行った量 

⑤ 0.00 

→ 

⑥ 0.00 

自ら中間処理 
により減量した量 

⑦ 0.00 

~ 自ら中間処理した後1 

I . . 再生利用した量 － 
「

‘豆、 
、こ」ノ ハ ‘、 

U.'., 

~ 自ら中間処理した後 
」 自ら埋立処分又は 

コ：洋投入処分した量 
「
I 

I 

→ 

⑨ 0.00 

直接及び 
自ら中間処理した後の 

処理委託量 → 

→ 

⑩のうち 
再生利用業者への 

処理委託量 

⑩ 2.63 

⑩のうち 
熱回収認定業者への 

処理委託量 

⑩ 0.00 

⑩のうち 
熱回収認定業者以外の 
熱回収を行う業者への 

処理委託量 

く参考〉 

自社処理を行わずに直接委託処理した量（⑩＋⑩） 

直接 
中間処理委託量 

直接委託 
中間処理後の残さ量 

⑩ 28.24 

直接 
最終処分委託量 

⑩ 0.00 

⑩ 

I . 

直接委託中間処理後 
の最終処分量 

⑩ 25.61 

⑩ 28.24 

⑩のうち 
優良認定処理業者へ 

の 

処理委託量 

⑩ 28.24 

⑩ 0.00 

-3 

⑩のうち 
最終処分した量 

⑩ 25.61 

⑩ 
委託中間処理後の再生利用量（⑩ー⑩）: 2.63 



（
識
N

国） 

計画の実施状況 

不要物等発生量 

（産業廃棄物の種類： 1400 鉱さい 

（単位：t) 

有償物量 

排出量 
→ 

H 
① 7,155.99 

項目 実績値 

①排出量 7155.99 

②＋⑧自ら再生利用 
を行った量 

2402.01 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 

⑦自ら中間処理により 
減量した量 

0.00 

③＋⑨自ら埋立処分又は海 
洋投入処分を行った量 

0.00 

⑩全処理委託量 4753.98 

⑩優良認定処理業者への処 
理委託量 

2734.26 

⑩再生利用業者への 
処理委託量 

4753.98 

⑩熱回収認定業者への 
処理委託量 

0.00 

⑩熱回収認定業者以外の熱 
回収を行う業者への処理委託 

里‘ 

0.00 

自ら直接 
再生利用した量 

2,402.01 

自ら直接埋立処分又は 
→ 海洋投入処分した量 

→ 

③ 0.00 

自ら 
中間処理した量 

） 事業者コード 讐翁翼帯場 地域コード 13 
（事業者コード（28Jで始まる全10桁コード）が不明の場合、事業所名称を記入ください。） 

自ら中間処理した 
→ 後の残さ量 

~ 自ら中間処理した後 

H 図再生利用した量 
じ

④ 0.00 

④のうち熱回収 
を行った量 

⑤ 0.00 

→ 

⑥ 0.00 

自ら中間処理 
により減量した量 

⑦ 0.00 

- 

~ 自ら中間処理した後 
~ 自ら埋立処分又は 

コ：洋投入処分した量 
「
I 

→ 

⑨ 0.00 

直接及び 
自ら中間処理した後の 

処理委託量 → 

→ 

⑩のうち 
再生利用業者への 

処理委託量 

⑩ 4,753.98 

⑩のうち 
熱回収認定業者への 

処理委託量 

⑩ 0.00 

⑩のうち 
熱回収認定業者以外の 

熱回収を行う業者への 

処理委託量 

く参考〉 

自社処理を行わずに直接委託処理した量（⑩＋⑩） 

直接 
中間処理委託量 

直接委託 
中間処理後の残さ量 

⑩ 4,753.98 

直接 
最終処分委託量 

⑩ 0.00 

⑩ 4,753.98 

I 
直接委託中間処理後 

の最終処分量 

⑩ 0.00 

⑩ 4,753.98 

⑩のうち 
優良認定処理業者へ 

の 
処理委託量 

⑩ 2,734.26 

⑩ 0.00 

-, 

ト中間処理後の再生利用量（⑩⑩）

⑩のうち 
最終処分した量 

⑩ 0.00 

⑩ 



（
識
N

国） 

計画の実施状況 

F要物等発生量
（単位：t) 

（産業廃棄物の種類： 

有償物量 

項目 実績値 

①排出量 0.28 

②＋⑧自ら再生利用 
を行った量 

0.00 

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 

⑦自ら中間処理により 
減量した量 

0.00 

③＋⑨自ら埋立処分又は海 
洋投入処分を行った量 

0.00 

⑩全処理委託量 0.28 

⑩優良認定処理業者への処 
理委託量 

0.00 

⑩再生利用業者への 
処理委託量 

0.00 

⑩熱回収認定業者への 
処理委託量 

0.00 

⑩熱回収認定業者以外の熱 
回収を行う業者への処理委託 

量 

0.00 

2440がれき類（石綿含有産業廃棄物）） 事業者コード 讐編畿1,場 地域コード 13 
（事業者コード（28Jで始まる全10桁コード）が不明の場合、事業所名称を記入ください。） 

~ 自ら直接－ 

~ 再生利用した量 

~ C) 0 .00 

自ら直接埋立処分又は 
→ 海洋投入処分した量 

③ 

~ 自ら 
→~中間処理した量 

自ら中間処理した 

ー→ 後の残さ量 

0.00 

④のうち熱回収 
を行った量 

⑤ 0.00 

→ 

⑥ 0.00 

自ら中間処理 
により減量した量 

⑦ 0.00 

→ 

~ 自ら中間処理しセ後 

H の再生利用した量 
F 
~ 自ら中間処理した後 
~ 自ら埋立処分又は 

コ：洋投入処分した量 
「 
I 

I 

→ 

⑨ 0.00 

直接及び 
自ら中間処理した後の 

処理委託量 → 

→ 

⑩のうち 
再生利用業者への 

処理委託量 

⑩ 0.00 

⑩のうち 
熱回収認定業者への 

処理委託量 

⑩ 0.00 

⑩のうち 
熱回収認定業者以外の 
熱回収を行う業者への 

処理委託量 

く参考〉 

自社処理を行わずに直接委託処理した量（⑩＋⑩） 

直接 
中間処理委託量 

直接委託 
中間処理後の残さ量 

⑩ 0.00 

直接 
最終処分委託量 

⑩ 0.28 

I 
直接委託中間処理後 

の最終処分量 

⑩ 0.00 

⑩ 0.28 

⑩のうち 
優良認定処理業者へ 

の 
処理委託量 

⑩ 0.00 

⑩ 0.00 

⑩のうち 
最終処分した量 

⑩ 0.28 

⑩ 

委託中間処理後の再生利用量（⑩－⑩）; 0.00 



（第3面） 

備考 

1 翌年度の6月30日までに提出すること。 

2 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

3 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載した 
目標値を記入すること。 

4 第2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑩の欄のそれぞれに、(1）から（14）に掲げ 
る量を記入すること。 

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量 

(2) ②欄 （1）の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量 

(3) ③欄 （1）の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量 

(4) ④欄 （1）の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量 

(5) ⑤欄 （4）の量のうち、熱回収を行った量 

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量 

(7) ⑦欄 （4）の量から（6）の量を差し引いた量 

(8) ⑧欄 （6）の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量 

(9) ⑨欄 （6）の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量 

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量 

(11） ⑩欄 （10）の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令 
第6条の11第2号に該当する者）への処理委託量 

(12) ⑩欄 （10）の量のうち、処理業者への再生利用委託量 

(13) ⑩欄 （10）の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 
第15条の3の3第1項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量 

(14) ⑩欄 （10）の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への 
焼却処理委託量 

5 第2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を 
記入すること。 

6 産業廃棄物の種類が2以上あるときには、産業廃棄物の種類ごとに、第2面の例により産業 
廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。 

7 ※欄は記入しないこと。 


